
今月の表紙

「元気の秘訣？」新年の初湯を目指して ( 関連記事　P10 これでいいのか？アクアス問題 )
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大木町議会議長

　現在、大木町議会議員選挙においては、2
期連続の無投票で推移しており、議員のなり手
不足に対する有効な対策が見出せていません。
このことは町民の皆様の身近な政治への関心
を失わせ、“まち” への愛着や、まちづくりに対
する情熱や行動力を喪失し、同時に議会議員
の緊張感を無くす結果となっているように感じま
す。
　現状議員へのなり手を早急に確保できない以
上、定数を見直し、時代に見あった合議制の機
関を形成することは急務であると考えます。議
員の在り方も含めて検討を進め、全員で未来に
向けた結論を出していきます。

　大木町議会にとって昨年は試練の年でした。大木町議会にとって昨年は試練の年でした。
現職の議員が酒気帯び運転により検挙される事現職の議員が酒気帯び運転により検挙される事
案が発生し、議員のリコール運動に発展しまし案が発生し、議員のリコール運動に発展しまし
た。現在も進行中です。た。現在も進行中です。
　今後は二度とこの様なことが起こらぬよう全　今後は二度とこの様なことが起こらぬよう全
議員が再発防止はもとより、改めて綱紀粛正に議員が再発防止はもとより、改めて綱紀粛正に
努めなければならないと考えます。努めなければならないと考えます。
　「雨降って地固まる」ということわざがありま　「雨降って地固まる」ということわざがありま
す。今年こそ初心に戻り、信頼回復に努め、す。今年こそ初心に戻り、信頼回復に努め、
町民の負託に対し応えるために、日々 の研鑽が町民の負託に対し応えるために、日々 の研鑽が
肝要で、その意識を瞬時たりとも忘れてはならな肝要で、その意識を瞬時たりとも忘れてはならな
いと思います。全議員一丸となって頑張ります。いと思います。全議員一丸となって頑張ります。

議会運営委員長

中
なかしま

島　和
かずまさ

正 古
こ が

賀　知
ともふみ

文

総務建設産業常任委員長

古
こ が

賀　靖
や す こ

子

文教厚生常任委員長

德
とくなが

永　卓
た く や

也

大木町の議員定数に結論を！

令和７年決意表明令和７年決意表明

　前年に続き、本町の基幹産業である「農業」
を中心に活動を行います。特に今年は、長野
県へ視察研修を計画しています。
①ＪＡ信州諏訪は、2016 年多様な担い手への
支援や農機購入にかかる費用の負担軽減を目
的に「農機レンタル事業」を行っています。
②阿南町のふるさと納税（農業支援）では、
町が直接米を生産者から有利な価格で買い取る
ことで、生産者の取得が増加し、生産意欲の
向上に繋がっています。
　是非、本町の参考になり、実行できるよう視
察したいと思います。また、昨年実施できなかっ
た企業や団体とも積極的に意見交換会を行い、
活発な活動を行います。

　文教厚生常任委員会は、文化・教育・健康・
福祉・環境分野を所管する委員会です。議会
基本条例第 4 条には「町民の多様な意見を的
確に把握するために、各種団体との意見交換を
行い、課題を調査研究し委員間の討議に反映
させ、政策提言等を積極的に行う。また、先
進地視察・研修を重ね町政運営に反映できるよ
う努める」と明記してあります。
　昨年は活動計画に掲げた意見交換会や、視
察研修等が思うように開催できませんでした。
今年は確実に意見交換会や視察を実施し、政
策提言へ繋げます。また、所管課への監視も
強化し、よりよい町政運営に努めます。

町民からの信頼回復に努める！

委員会活動の見える化を！ 活発な委員会活動を目指して！
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　令和６年度第８回定例会は、12 月４日㈬～12 月令和６年度第８回定例会は、12 月４日㈬～12 月
10日㈫の７日間で行いました。提案された議案を慎10日㈫の７日間で行いました。提案された議案を慎
重に審議した結果、すべて可決となりました。一般重に審議した結果、すべて可決となりました。一般
質問の内容は、P6～9に掲載しています。質問の内容は、P6～9に掲載しています。

の審議結果議案議案
山
田
　
貴
大

德
永
　
卓
也

益
田
　
富
啓

深
町
　
敏
生

田
中
　一成

馬
場
　
高
志

原
田
　
勝

古
賀
　
靖
子

中
島
　
宗
昭

中
島
　
和
正

益
田
　
隆一

古
賀
　
知
文

会
議
の
結
果

臨
時
会

補正予算
一般会計 ( 専決処分）
　衆議院議員選挙事務経費

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

条例改正

大木町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例
　児童扶養手当所得基準額の引き上げ
　所得税に係る扶養控除の見直し

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例
　特別職の給料を 10％ (1ヵ月分 ) 減額

× × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 － 可決

　
臨
時
会

その他
木佐木小学校体育館大規模改修工事請負契約の
締結についての議決の一部変更
　追加工事に伴う契約内容の変更

× 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可決

定
例
会

補正予算

一般会計補正予算 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

国民健康保険特別会計補正予算 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

水道事業会計補正予算 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

条例改正

大木町重度障害者医療費の支給に関する条例
　児童扶養手当所得基準額の引き上げに対し
　県の現行維持方針に沿った条例改正

〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

大木町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する
条例及び特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例
　人事院勧告に伴う条例改正

〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

大木町職員の給与に関する条例
　人事院勧告に伴う条例改正

〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

条例廃止
大木町農産物加工販売施設の設置及び管理に
関する条例
　総務建設産業常任委員会に審査を付託

〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

その他

大木町学童保育所の指定管理者の指定
　文教厚生常任委員会に審査を付託

〇 欠 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 － 可決

町道の路線の廃止
　開発行為に伴う3 路線の廃止
　総務建設産業常任委員会に審査を付託

〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

町道の路線の認定
　開発行為に伴う1 路線の認定
　総務建設産業常任委員会に審査を付託

〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

P4 参照

P4 参照

P5 参照

P5 参照

第 6 回

第 7 回

第 8 回

（〇…賛成、×…反対、欠…欠席）※議長は採決に加わりません
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変更前 変更後 比　較

契約金額 1 億 3964 万円 1 億 7147 万円 　　3182 万円

工　　期 R7.1.31 R7.3.24 　　約 2ヵ月

増
遅

契約内容の変更点

QQＡＡ
員
の
質
問

議
施
工
業
者
に
過
失
は
ない
か
？

施
工
業
者
は
企
業
努
力
で
、

発
注
以
上
の
防
水
対
策
を

行
っ
て
い
る
。
顧
問
弁
護
士

に
状
況
を
相
談
し
た
上
で
、

過
失
が
な
い
と
判
断
す
る
。

QQＡＡ
保
険
適
用
さ
れ
な
い
場
合
の

費
用
は
？

全
額
町
負
担

QQＡＡ
保
険
適
用
の
結
果
次
第
で
判

断
し
て
は
？

完
成
が
遅
れ
る
こ
と
で
様
々

な
問
題
が
生
じ
る
た
め
、
工

事
を
止
め
る
こ
と
な
く
進
め

た
い
。

後日、保険適用保険適用
　臨時会後、施工業者が加入している保険
が適用されることが決まり、町の負担なしで
整備工事が行われることになりました。

　
９
月
22
日
に
発
生
し
た
災
害
級
の
大
雨
の
影
響
で
、
大
規
模
改
修
工
事
中
の
体
育
館
の
壁

と
床
が
損
傷
す
る
被
害
が
起
き
ま
し
た
。一時
的
に
降
っ
た
大
雨
が
原
因
で
、
壁
の一部
改
修
と

床
の
張
り
替
え
工
事
が
追
加
で
必
要
と
な
り
、
契
約
議
決
の
変
更
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

第７回

臨時会

町
の
回
答

／／

　11 月 28日㈭に行われた第 7 回臨時会では、木佐木小学校体育館の契約内容変更について提
案され、賛成多数で可決しました。

賛成６ 反対５

第６回

臨時会　10 月 18日㈮に行われた第 6 回臨時会では、3 つの議案を審議しました。町長と副町長の給与
を減給する条例案を解説します。

ＰＩＣＫ  ＵＰ！！ＰＩＣＫ  ＵＰ！！

木
佐
木
小
学
校
体
育
館
の

木
佐
木
小
学
校
体
育
館
の

整
備
状
況
は
？

整
備
状
況
は
？

町
長
・
副
町
長
の
給
与

町
長
・
副
町
長
の
給
与

1010
％
カ
ッ
ト

％
カ
ッ
ト((

１
ヵ
月
分

１
ヵ
月
分))

ＰＩＣＫ  ＵＰ！！ＰＩＣＫ  ＵＰ！！

　
町
職
員
が
起
こ
し
た
不
適
切
な
事

務
処
理
に
対
し
て
は
、
減
給
や
戒
告

の
懲
戒
処
分
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町

長
は
今
回
の
事
案
を
重
く
受
け
止

め
、
業
務
怠
慢
を
起
こ
し
た
職
員
の

任
命
責
任
を
と
る
た
め
に
、
町
長
・

副
町
長
の
給
与
を
10
％
カ
ッ
ト(

１
ヵ

月
分)

す
る
条
例
案
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

不適切な事務処理
　障害者相談支援事業につ
いて、本来４月に行う契約や、
６月に行う支払い手続きを怠
り、事務処理を放置していた。

特別職まで減給する
必要はない

契約先の損害状況が明確に
なっておらず時期尚早では？

信用失墜行為に対する「けじめ」
をつける姿勢を評価したい

反省を活かした今後の
町政に期待を込めたい

討討論論

が決定！
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町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の

常
任
委
員
会
で
詳
し
く
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
議
案
審

常
任
委
員
会
で
詳
し
く
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
議
案
審

査
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

査
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
審
査
内
容
の
詳
細
書
類
を
議
会

側
に
提
示
さ
れ
な
い
こ
と
への
不
信

感
や
、「
選
考
委
員
は
、
保
護
者

や
支
援
員
な
ど
現
場
目
線
の
人
選

を
考
慮
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
？
」

「
学
童
の
歴
史
や
住
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
が
不
足
し
て
い
る

の
で
は
？
」
な
ど
今
回
の
選
定
結

果
に
対
し
て
、
反
対
す
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
一方
、
基
本
理
念
に
沿
う
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
が
変
わ
る
こ
と

に
よ
って
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
特

色
を
引
き
継
ぎ
、
３
つ
の
安
心
が

守
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
の

意
見
が
多
数
を
占
め
た
た
め
、
原

案
を
可
決
す
べ
き
と
判
断
し
ま
し

た
。

　
今
後
、
委
員
会
が
責
任
を
持
っ

て
、
健
全
な
学
童
保
育
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
か
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

子どもたちの安心した
笑顔があふれていること

支援員など学童で働く皆さんが
安心してやりがいをもって働けること

・ＩＣＴによる入退管理システムの導入
・長期休暇期間中にお弁当をスマートフォンで
  注文できるサービスの導入
・支援員への研修計画
・社内外への職員相談窓口の設置
・安全管理体制のマニュアルの整備
・新しい保育メニューなどの提案
・他市町村での事業実績

文教
厚生

大木町学童保育所の
指定管理者について

プロポーザル選定結果 おおき・ほっとかん テノ. コーポレーション

木町が目指す 3 つの安心

１

２

３

子育てと仕事の両立を応援し、
保護者が安心できること

総務
建設
産業

大木町農産物加工販売施設の
加工販売機能を WAKKA へ

農産物加工販売施設

　指定管理者とは、公の施設の管理に民間の能力や創意工夫を取り入れること
により、サービスの向上と効率的な管理運営を行うことを目的とした制度です。令
和 7 年 4 月より、テノ.コーポレーションが学童保育所の指定管理者となります。

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
向
上
へ

大 評価ポイント

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

農産物加工の開発や販売、加工技術取得等を目的として平成 25 年度に設置

※農産物加工販売施設
　アクアス横調理施設

　大木町農産物加工販売施設
( 旧がんばらん館 ) は、利用が
少ないため、その機能をＷＡＫ
ＫＡへ集約する条例案が提出
されました。審議の結果、町
内には他にも類似施設があり、
これらの施設を拾い出して活用
方法を再検討するよう意見を加
え、原案を可決すべきと判断し
ました。

期待される効果

01

財政メリット
・施設管理費の経費削減
（年間約 50～60 万円）
・施設貸付けによる収入増

事業の効率化
・管理を一本化
・類似施設の有効活用02

委員会報告委員会報告
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議員課長
　
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー

の
現
在
の
受
入
状
況
は
？

　

家
庭
系
生
ご
み
は
、

人
口
減
少
や
中
食
と
言

わ
れ
る
生
ご
み
が
出
に
く
い
食
事
ス

タ
イ
ル
の
影
響
で
減
少
傾
向
に
あ

る
。
浄
化
槽
汚
泥
は
、
浄
化
槽
普

及
に
よ
る
影
響
で
増
加
、
し
尿
は

水
洗
化
の
影
響
で
減
少
し
て
い
る
。

議員
　
高
齢
化
が
進
む
と
分

別
の
徹
底
や
集
積
所
へ

の
持
ち
込
み
が
困
難
に
な
る
。
転

入
者
へ
の
理
解
醸
成
や
マ
ン
ネ
リ

化
防
止
を
ど
う
進
め
る
の
か
？

課長
　

子
ど
も
た
ち
へ
の
環

境
学
習
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
今
後
も
、
高
齢
者
対
策
を

始
め
、
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け

努
力
し
て
い
く
。

議員
　
動
画
の
積
極
的
な
活
用

が
遅
れ
て
い
る
の
で
は
？

町長
　

指
摘
事
項
に
つ
い
て
、

長
年
取
り
組
み
が
な
い
状

況
で
あ
る
。
現
在
、
町
内
で
カ
ブ

ト
ム
シ
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
中
に
は

映
像
配
信
に
長
け
た
隊
員
も
い
る
。

彼
ら
は
、
地
域
振
興
の
お
手
伝
い

を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
って

い
る
の
で
協
力
を
求
め
る
。

※

議員
　
浄
化
槽
汚
泥
の
受
入

量
が
計
画
値
を
超
え
て

い
る
が
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
に
支
障

は
な
い
か
？

課長
　
指
定
管
理
者
の
運
営

努
力
に
よ
り
、
プ
ラ
ン

ト
に
支
障
が
な
い
よ
う
安
定
的
な

処
理
を
行
って
い
る
が
、
今
後
も
浄

化
槽
普
及
で
持
込
量
は
増
え
て
い

く
た
め
、
受
入
槽
や
貯
留
槽
の
増

設
は
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。

議員
　
緊
急
時
の
対
応
に
つ

い
て
、
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
み
や
ま
市
と
具

体
的
な
持
ち
込
み
方
法
等
の
協
議

は
進
め
ら
れ
て
い
る
か
？

議員
　

バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン

タ
ー
は
築
１８
年
が
経
過

し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
長
寿

命
化
に
向
け
た
設
備
更
新
や
新
技

術
の
導
入
、
さ
ら
に
は
将
来
に
向

け
た
２
号
機
の
検
討
な
ど
、
財
政

面
を
含
め
た
検
討
が
必
要
で
は
？

町長
　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
回
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
、
長
期
的
な
計
画
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

議員
　

液
肥
米
「
環
の
か

お
り
」
の
５
キ
ロ
販

売
価
格
（
町
内
先
行
予
約
）
が

昨
年
か
ら
約
７
０
０
円
ア
ッ
プ
し

２
７
０
０
円
、
し
か
も
月
１
袋
の

制
限
を
か
け
た
理
由
は
？

課長
　
「
環
の
め
ぐ
み
」
は
、

元
気
つ
く
し
の
め
し
ま

る
君
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
販
売
し

て
い
る
関
係
で
、「
ふ
く
れ
ん
」
の

管
理
下
に
置
か
れ
る
。
低
価
販
売

で
購
入
が
殺
到
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
た
の
で
数
量
制
限
を
行
っ
た
。

議員
　

町
は
今
回
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
、
ど
う
い

う
学
童
保
育
の
姿
を
理
想
と
し
、

ど
う
い
う
評
価
を
行
っ
た
の
か
？

副町長

　
お
お
き
っ
子
す
こ
や

か
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念

や
三
つ
の
安
心（
子
ど
も
、保
護
者
、

支
援
員
）
と
い
っ
た
視
点
も
踏
ま

え
て
、
厳
正
か
つ
慎
重
に
審
査
し

た
。議員

　
問
題
を
抱
え
た
子
ど

も
を
含
め
、
学
童
を
希

望
す
る
子
ど
も
は
全
て
受
入
れ
る

確
認
が
と
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

地
域
社
会
と
の
交
流
や
連
携
は
維

持
で
き
る
の
か
？

副町長

　
基
本
的
に
は
今
の
運

営
を
引
き
継
ぐ
形
を
想

定
し
て
お
り
、
しっか
り
確
認
し
な

が
ら
協
議
を
進
め
て
い
く
。

課長
　

現
時
点
で
は
行
っ
て

い
な
い
。
み
や
ま
市
を

中
心
に
他
の
自
治
体
や
民
間
施
設

と
様
々
な
情
報
交
換
を
行
い
、
緊

急
時
の
対
応
に
つ
い
て
確
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

循
環
事
業
に
つ
い
て

循
環
事
業
に
つ
い
て

１１

学
童
保
育
に
つ
い
て

学
童
保
育
に
つ
い
て

２２

　
化
学
肥
料
の
高
騰
は
、
こ
れ
ま

で
の
慣
行
方
法
の
も
ろ
さ
を
露
呈

す
る
形
と
な
っ
た
。
輸
入
資
材
に

頼
ら
な
い
新
し
い
生
産
方
法
の
確

立
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
町
内
の

有
効
な
資
材
を
使
っ
た
新
し
い
栽

培
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
研
究
し
て

も
ら
い
た
い
。

意意
見見

　
指
定
管
理
に
委
託
し
た
か
ら
と

いっ
て
、
委
託
者
の
責
任
が
消
え

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
町
が
責

任
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
求
め
る
。

意意
見見

般
問

益
ま す だ

田　富
とみひろ

啓

循環事業の長期計画が
必要では？

答 PDCA サイクルを回しながら
長期計画を示す
※ Plan( 計画 )、Do( 実行 )、Ｃｈｅｃｋ( 評価 )、Action( 改善 )

議員
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議員
　
大
木
町
図
書
・
情
報

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
22

年
に
開
館
し
、
年
間
６
万
～
８
万

人
が
８
万
冊
を
愛
読
さ
れ
、
町
民

が
集
う
場
と
な
っ
て
お
り
、
町
民

に
愛
さ
れ
て
い
る
要
因
は
ど
こ
に

あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
か
？

課長
　

１５
年
目
を
迎
え
た

同
セ
ン
タ
ー
は
、
町
民

待
望
の
図
書
館
と
し
て
、
運
営
等

町
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、「
こっ

ぽ
ー
っ
と
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
等

が一緒
に
大
木
町
が
目
指
す
図
書

館
像
を
形
に
し
て
き
た
。
ま
た
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、「
こ
っ
ぽ
ー
っ
と

お
は
な
し
の
森
」、「
折
り
紙
で
遊

ぼ
う
」
等
に
関
わ
っ
て
い
る
。
更

に
、
町
民
の
希
望
を
反
映
し
た
本

の
「
町
民
選
書
会
」
を
行
う
な
ど

の
積
み
重
ね
が
町
民
に
愛
さ
れ
て
い

る
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

課長

議員
　
昨
年
12
月
に
質
問
し

た
小
排
水
路
の
整
備
及

び
堀
の
町
お
お
き
に
ふ
さ
わ
し
い

条
例
に
つ
い
て
、
町
が
昨
年
回
答

さ
れ
た
調
査
研
究
及
び
確
認
の一

年
間
の
結
果
、
及
び
お
考
え
は
？

課長
　
町
内
の
多
く
の
小
排

水
路
が
土
水
路
の
ま
ま

で
、
法
面
の
崩
壊
が
著
し
く
早
期

に
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、
小

排
水
路
を
整
備
す
る
事
業
が
あ
る

旨
の
回
答
が
あ
り
、
こ
の
事
業
に

着
手
す
る
こ
と
に
よ
り
法
面
補
強

の
加
速
化
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

堀
の
定
義
づ
け
も
併
せ
て
、
整
理

さ
れ
た
維
持
管
理
条
例
の
制
定
を

視
野
に
入
れ
、
関
係
各
課
と
協
議

し
、
引
き
続
き
調
査
研
究
す
る
考

え
で
あ
る
。

議員
　
毎
年
、
本
の
購
入
と

除
籍
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
除
籍
さ
れ
た
本
を
毎
年
春
と

秋
に
町
民
に
無
料
で
配
布
さ
れ
て

い
る
が
、
町
民
に
提
供
さ
れ
る
前

に
何
か
も
っ
と
利
活
用
策
の
考
え

は
な
い
か
？

課長
　
年
２
回
「
本
と
雑
誌

の
く
る
く
る
市
」
を
行

い
図
書
館
で
除
籍
す
る
本
を
お
譲

り
し
て
い
る
が
、
知
ら
な
い
人
や
利

用
す
る
人
が
限
ら
れ
る
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
や
り
方
が
良
い
の
か
検

討
し
て
い
る
。

議員
　

国
の
機
関
で
あ
る

文
化
庁
が
２
０
２
３

年
度
に
「
国
語
に
関
す
る
世

論
調
査
」
を
実
施
し
「
あ

な
た
は
現
在
、
一
カ
月
に
何

冊
く
ら
い
本
を
読
ん
で
い
ま
す
か
」

と
の
問
い
に
、一冊
も
読
ま
な
い
と

回
答
し
た
人
が
62
％
と
公
表
し
て

お
り
、
も
っ
と
本
に
触
れ
る
場
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
。例
え
ば
、

　
施
設
運
営
を
町
民
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
、
作
り
上
げ
て
行
く
こ
と

は
、
本
町
の
他
施
設
の
運
営
に
も

参
考
に
な
り
、
見
習
う
と
こ
ろ
が

多
い
と
考
え
る
。

意意
見見

　
除
籍
さ
れ
た
本
の
希

望
が
あ
れ
ば
、
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
ど
う
い
う
方
法
で
進

め
る
の
か
調
査
研
究
を
行
って
い
き

た
い
。
本
棚
に
つ
い
て
は
、
管
理

運
営
面
か
ら
設
置
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議員

本
年
３
月
か
ら
本
町
も

含
め
「
く
る
め
広
域
電

子
図
書
館
」
が
４
市
２
町
で
共
同

運
用
さ
れ
て
お
り
、
本
町
民
の
利

用
状
況
及
び
町
民
へ
の
さ
ら
な
る

周
知
方
法
は
？

課長
　
本
町
の
利
用
者
数
85

人
で
全
体
の
２
．
７
％
、

利
用
書
籍
数
は
の
べ
２
７
６
冊
で

全
体
の
２
．
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

町
民
への
周
知
は
進
行
す
る
Ｄ
Ｘ
化

への
対
応
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
仕
組

み
と
し
て
も
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
ま
ず
は
図
書
館
利
用
者
に
周

知
し
、
未
利
用
者
へ
も
周
知
普
及

し
て
い
き
た
い
。

大
木
町
図
書
・
情
報
セ

大
木
町
図
書
・
情
報
セ

ン
タ
ー
の
運
営
、
取
組

ン
タ
ー
の
運
営
、
取
組

み
に
つ
い
て

み
に
つ
い
て

１１

小
排
水
路
の
整
備
及
び

小
排
水
路
の
整
備
及
び

堀
の
町
お
お
き
に
ふ
さ

堀
の
町
お
お
き
に
ふ
さ

わ
し
い
条
例
に
つ
い
て

わ
し
い
条
例
に
つ
い
て

２２

理
髪
店
、
病
院
等
の
待
合
を
伴
う

場
所
や
コ
ミ
セ
ン
等
に
本
棚
を
貸

与
し
除
籍
さ
れ
た
本
な
ど
を
置
い

て
も
ら
い
、
見
て
、
触
れ
て
、
読

ま
れ
る
環
境
を
つ
く
る
「
大
木
町

本
いっ
ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
て

は
ど
う
か
？

一
質深

ふかまち
町　敏

と し お
生

図書・情報センターの
運営と取組み状況は？

町民と共に大木町が目指す
図書館像を形にしてきた答

議員
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議員
　
今
年
度
の
９
億
円
の

ふ
る
さ
と
納
税
は
ど
う

いっ
た
事
業
に
い
く
ら
使
う
の
か

か
？

「
ふ
る
さ
と
納
税
３
．

「
ふ
る
さ
と
納
税
３
．

０
」
に
つ
い
て

０
」
に
つ
い
て

課長
　

収
入
済
額
が

７
億
５
０
０
０
万
円

余
り
、
そ
こ
か
ら
サ
イ
ト
利
用

料
や
返
礼
品
等
の
必
要
経
費

４
億
２
０
０
０
万
円
弱
、
こ
れ
ら

を
差
し
引
い
た
額
が
お
お
よ
そ
の
ふ

る
さ
と
納
税
基
金
へ
の
積
立
額
で

あ
り
、
次
年
度
に
お
い
て
基
金
か

ら
繰
入
れ
、一般
会
計
の
各
事
業
に

財
源
と
し
て
充
当
し
て
い
る
。

議員
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
増

や
し
て
い
こ
う
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
返
礼
品
目
的
で
は

な
く
、
町
が
寄
附
金
の
使
い
方
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
り
、
商
品
化

プ
ラ
ス
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
っ
て
、
寄
付
し
た
お
金

が
こ
う
いっ
た
も
の
に
使
用
さ
れ

て
い
る
と
、
感
動
を
与
え
る
形
が

望
ま
し
い
の
で
は
？

課長
　

本
町
か
ら
魅
力
的

な
、
提
案
を
現
状
し

き
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

令
和
４
、５
年
度
に
つ
い
て
は
、
寄

附
者
に
と
って
、
ど
う
い
う
事
業
に

役
立
て
て
ほ
し
い
か
な
ど
、
そ
う
い

う
も
の
を
選
択
で
き
な
い
状
況
に

あっ
た
。
そ
こ
で
令
和
６
年
度
か
ら

は
寄
附
者
が
ど
の
政
策
分
野
へ
自

身
の
寄
附
を
役
立
て
も
ら
う
、
こ

う
いっ
た
も
の
を
選
べ
る
よ
う
な
形

へと
、
改
め
て
い
る
。

議員
　
あ
る
意
味
、
予
算
と

し
て
計
上
す
る
っ
て
い

う
こ
と
を
プ
ラ
ス
に
考
え
る
と
、

数
値
目
標
と
し
て
、
捉
え
る
こ
と

も
で
き
る
。
泉
佐
野
市
が
行
っ
て

い
る
。（
ふ
る
さ
と
納
税
３
．
０)

こ
れ
は
「
さ
の
ち
ょ
く
」
と
い
う

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
経
由
し
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ディン
グ
の
よ
う
な

制
度
で
寄
付
金
を
募
っ
て
い
る
仕

組
み
が
素
晴
ら
し
く
、
大
木
町
に

取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
？

町長
　
ふ
る
さ
と
納
税
と
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
掛
け
合
わ
せ
た
よ
う
な
制
度
で
、

全
国
的
に
流
行
って
き
て
い
る
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。
先
日
サ
イ
ト

関
係
者
と
協
議
す
る
場
が
あ
り
、

①
ふ
る
さ
と
納
税
は
ス
ト
ー
リ
ー

性
が
重
要
で
あ
る
こ
と
②
も
し
３
．

０
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま

ず
参
入
す
る
事
業
者
が
本
気
で
事

業
展
開
を
行
う
意
思
が
あ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
旨
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
、
先
進
事
例
を
参
考
に
研

究
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
獲
得
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
捉
え
方
を
今

一度
、
見
直
し
、
た
だ
数
字
だ
け

を
追
い
求
め
、
赤
字
補
填
に
充

て
る
だ
け
と
い
う
安
易
な
考
え
で

は
く
、
本
当
に
大
木
町
に
ふ
る
さ

と
納
税
と
い
う
財
源
が
必
要
で
あ

り
、
し
っ
か
り
と
活
用
し
て
い
と

い
う
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
基
礎
工
事
が
整
っ
て
初
め

て
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と
移
行
で

き
る
と
思
う
。

意意
見見

ふ
る
さ
と
納
税
３
．
０
と
は
？

ふ
る
さ
と
納
税
３
．
０
と
は
？

　
寄
附
者
の
皆
さ
ん
の
応
援
に
よ

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活

用
し
、
返
礼
品
を
提
供
す
る
企
業

や
個
人
事
業
主
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
魅
力
的
な
地
場
産
品
を
充
実

さ
せ
、
寄
附
者
の
皆
さ
ん
に
返
礼

品
と
し
て
届
け
る
新
し
い
ふ
る
さ
と

納
税
の
仕
組
み
。

般
問

益
ま す だ

田　隆
りゅういち

一

「ふるさと納税 3.0」を
取り入れては？

答 意見を踏まえ検討していく

詳しくはこちら！

議員



9

高
齢
者
の
移
動
支
援
の

高
齢
者
の
移
動
支
援
の

取
組
み
に
つ
い
て

取
組
み
に
つ
い
て

１１
議員
　
本
年
、
３
月
定
例
会

に
お
い
て
一般
質
問
を

行
っ
た
が
、
現
在
の
買
物
支
援
及

び
移
動
支
援
の
取
組
み
の
進
捗
状

況
は
？

課長
　
町
の
高
齢
者
移
動
支

援
の
取
組
で
は
、
特
に

日
常
生
活
の
移
動
手
段
に
お
困
り

の
方
の
生
活
支
援
と
し
て
、
買
物

関
係
の
移
動
支
援
策
を
開
始
し
て

い
る
。

　
そ
の
他
高
齢
者
への
支
援
に
つ
い

て
は
、
医
療
機
関
や
金
融
機
関
、

公
的
機
関
な
ど
へ
の
送
迎
希
望
、

特
に
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
通

院
移
動
支
援
の
希
望
が
多
い
た
め
、

通
院
等
の
移
動
支
援
策
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
高
齢
者
宅
か
ら
町
内

目
的
地
ま
で
送
迎
す
る
ド
ア
ツ
ー

ド
ア
に
限
定
し
、
そ
の
担
い
手
と
し

て
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
で
あ
る

タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
を
活
用
し
た

移
動
支
援
を
試
験
的
に
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

議員
　

こ
の
取
組
は
何
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
の

か
、
予
算
に
つ
い
て
も
見
込
ん
で

あ
る
の
か
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
地

域
公
共
交
通
と
し
て
現
在
ど
の
よ

う
に
検
討
・
協
議
を
進
め
ら
れ
て

い
る
の
か
？

課長
　
新
た
な
移
動
支
援
策

と
し
て
、
現
段
階
で
協

力
の
意
向
を
示
す
事
業
所
も
あ
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
取
り

組
み
た
い
。
新
年
度
の
実
施
に
向

け
、
詳
細
な
協
議
を
重
ね
て
い
く

予
定
で
あ
る
。（
福
祉
課
）

課長
　
３
月
定
例
会
で
答
弁

し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
バ

ス
や
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
は
既

に
確
認
済
み
。校
区
コ
ミュニ
テ
ィ
ー

な
ど
、
地
域
に
お
い
て
回
答
し
た

い
旨
の
声
が
あ
が
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
相
談
か
ら
受
け
て
い
き
た
い
。

　

地
域
公
共
交
通
政
策
と
し
て
、

デ
マ
ン
ド
型
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

の
議
論
も
進
め
て
い
る
。
ま
ず
は

県
か
ら
の
事
業
許
可
を
得
る
こ
と

が
大
前
提
で
あ
る
が
、
許
可
を
得

次
第
ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る
よ
う
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
検
討
や
許
可
へ

向
け
て
の
監
督
官
庁
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
と
の
協
議
な
ど
進
め
て
い

水
田
活
用
の
対
応
に
つ

水
田
活
用
の
対
応
に
つ

い
て
い
て

２２
議員
　

水
田
活
用
の
直
接

支
払
い
交
付
金
の
見
直

し
に
よ
る
本
町
へ
の
影
響
は
？
ま

た
、
水
張
を
行
な
う
た
め
の
新
た

な
ポ
ン
プ
や
発
電
機
の
導
入
等
の

補
助
制
度
、
泥
土
が
堆
積
し
た

水
の
入
り
に
く
い
水
路
の
泥
土
揚

げ
等
、
町
と
し
て
適
切
な
対
応
策

は
？課長

　
令
和
５
年
度
交
付
対

象
と
な
る
麦
大
豆
を
作

付
し
た
面
積
は
、
約
59
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
推
測
し
て
い
る
。
仮
に
そ
の
全
て

の
農
地
が
水
張
で
き
ず
、
交
付
金

の
対
象
外
と
な
っ
た
場
合
、
大
豆

は
約
２
０
０
０
万
円
の
減
収
と
な

る
。
地
区
外
で
も
、
既
に
ポ
ン
プ

等
で
水
張
を
実
施
し
て
お
り
、
正

確
に
現
状
を
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
未
整
備
の
農

地
は
、
ポ
ン
プ
等
の
設
置
が
必
要

と
な
る
た
め
、
令
和
７
年
度
の
新

規
事
業
と
し
て
、
農
家
の
要
望
に

応
じ
て
農
機
具
取
扱
店
等
と
提
携

し
、
レ
ン
タ
ル
料
の一部
を
助
成
す

る
制
度
を
計
画
し
て
い
る
。

一
質

田
た な か

中　一
かずしげ

成

高齢者の移動支援策の
進捗状況は？

答 ドアツードアに限定した
移動支援策を検討中

意意
見見

　
当
町
で
の
新
た
な
移
動
支
援

が
、
さ
ら
に
き
め
細
か
に
動
き
始

め
た
よ
う
で
心
強
く
感
じ
た
。
課

題
は
あ
る
も
の
の
、
生
活
す
る
上

で
移
動
に
困
っ
て
い
る
人
に
今
後

と
も
有
効
な
施
策
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
。

る
。
事
業
の
実
施
に
あ
た
って
は
、

調
査
研
究
の
上
、
国
県
の
補
助
金

を
最
大
限
に
活
用
し
た
い
。（
企

画
財
政
課
）

議員
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議会運営委員

　明るい選挙推進協議会委員の皆さんとの意見
交換会では、「選挙が自分たちの生活に直結して
いると感じない人が多いのでは」「自分たちの意見
を政治に反映させる方法を知らない」「小さいとき
からの主権者教育が重要」「子どもから親へのア
プローチが大切」など、活発な意見が出されまし
た。全国には「少年議会（山形県遊佐町）」や「こ
ども選挙（神奈川県茅ケ崎市）」など、小さいこ
ろから選挙や政治に関わる仕組みを設けて効果を
上げている自治体があります。効果的な取り組み
をさらに調査し、議論を深めていく必要があると感
じました。　

ます。しかし、「町民が主体となった議論が行われ
ていない」「結論が急すぎるのではないか」との
議員の意見がありましたので、町民委員の皆さん
5 人と意見交換を行いました。
　「建て替えありきで話が進んだが、本当に解体
しないといけないのか」「解体する根拠が不十分」
「健康増進施設ならリハビリ用のプールは必須」
「優先する施設を総合的に判断するべき」など提
出された意見を踏まえると、この問題はまだまだ町
民レベルでの議論を重ねるべきと強く感じました。

1
16

1
21

明るい選挙推進協議会委員

　投票率の低さや議員のなり手不足な
ど、政治への関心が低下している現状
をどのように克服していったらいいのか。

　一昨年に提出された「答申書」を
具体化する目的で委員会が組織され、
昨年 10 月に報告書がまとめられてい

委員会活動委員会活動PICK UP ！！

選挙や政治を身近なものに！選挙や政治を身近なものに！

健康増進拠点施設の在り方検討町民委員 文教厚生常任委員

これでいいのか？アクアス問題これでいいのか？アクアス問題

　議会意見交換会は、町民や各種団体と議会が行政課
題などについて意見を交換し、その結果を議会活動に反
映させることを目的としています。意見交換

10
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大木町議会議員

先進地に学べ！議会の在り方！

総務建設産業常任委員会

大木バイオクリエーションズ視察
※

※秋田県にある「㈱TOMUSHI」の
　子会社で町と連携協定を結んでいる

　

選挙や政治を身近なものに！選挙や政治を身近なものに！

大刀洗町議会視察

養豚場跡地幼虫育成場 (蛭池 )

外国産カブトムシ育成場 (筑後市 )

11
27

　この会社は、大木町特産のキノコ
栽培で出る廃菌物（毎年 1 万 t 以上
の廃菌床が発生）の廃菌床を活用し

たカブトムシを育て、販売やカブトムシの幼虫を粉末
に加工した魚粉に代わる餌を作る取組みをしていま
す。
　蛭池地区の養豚場跡地にある幼虫養殖場の幼虫
を見学後、筑後市にある外国産カブトムシ管理場の
視察を行いました。現在、廃菌床の再利用量は 50t
で、来年度は 100tを検討しているということでした
が、幼虫養殖場とカブトムシ管理場の用地が大木町
になく、益々分散してしまうということでした。
　廃菌床の再利用量を増やすようになれば、用地の
確保が大きな課題となっていきます。意見交換で、
大木町の「環境のまちづくり」「食と農の循環」「ふ
るさと納税」などに貢献していきたい思いが伝わり、
委員会としても今後一緒に考えていきたいです。

1
29

　大刀洗町議会に訪問させていただ
き、議会運営の基本となる採決に至
るまでの取り組みや、一般質問の進

め方、住民の参加による議会モニター制度の採
用、政策サイクルを機能的に回す工夫など多岐に
わたる意見交換を実施しました。
　意見交換を踏まえ本町議会における課題も浮き
彫りになり、議会活性化への取り組みをさらに深
化させる重要性を感じ、全議員が心をひとつにし
て議会基本条例の理念を具現化する契機となりま
した。
　住民の皆さんから、さらに信頼される議会を目
指し、議員一人ひとりが研鑽を深め、一致協力し
て行動していきます。

11
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大

木
町
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町
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田

255-1
 ☎
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通

)

身近な　　　　　を目指して

　
「
さ
る
こ
い
フ
ェ
ス
タ
を
盛
り
あ
げ

隊
！
」
議
員
の
有
志
が
集
ま
り
、
初
め

て
さ
る
こ
い
フェス
タ
に
出
店
し
ま
し
た
。

大
木
町
の
特
産
品
で
あ
る
え
の
き
も
ぎ
と

り
体
験
、
地
元
味
噌
蔵
麹
園
の
味
噌
を

使
っ
た
え
の
き
の
味
噌
汁
、
お
い
し
い
も

ち
米
を
使
っ
た
お
こ
わ
を
振
る
舞
い
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、

各
地
域
の
温
か
い
お
も
て
な
し
を
受
け
た

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
素
敵
な
笑
顔
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
今
回
の
出
店
を

通
し
て
、
さ
る
こ
い
フ
ェス
タ
の
魅
力
を

改
め
て
実
感
し
、
今
後
も
応
援
し
て
い
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。（
田
中　
一成
）

ルリーロ福岡の選手が
遊びに来てくれたよ！

3

議会事務局
☎ 0944-32-1249

3月

日㈫

19
一般質問

3月18
お問い合わせ先

お
お
き

議
会
だ
よ
り

No
157

No
157

議会報発行
特別委員会

委 員 長 山田貴大

古賀靖子

委　員 田中一成・深町敏生

益田富啓・德永卓也副委員長

議議 会

　本会議のライブ・録画配信に向けて、議会
の「見える化」を目指します。

／／もっともっと ／／

本会議のインターネット配信

「議会だより」リニューアル
　手に取ってもらえるように、「見やすい！分
りやすい！」紙面を目指します。

１

２

議会広報特別委員会の抱負

次回定例会

　本年、議場システムのリニューア
ルにより本会議のライブ・録画中継
の配信が 6 月の定例会から可能に
なり、議場へ出向くことなく、質問
に対する熱意を直接伝えられるよう
になります。
　また議会の様子を視聴できる機
会が増えることで、「開かれた議会」
の実現に向けた議会広報活動の強
化を図ります。

　
令
和
７
年
１
月
３
日
㈮
朝
、
建

て
替
え
議
論
が
出
て
い
る
ア
ク
ア
ス

が
気
に
な
り
訪
ね
て
み
る
と
、
タ
オ

ル
を
ぶ
ら
下
げ
た
お
客
さ
ん
た
ち

が
次
々
に
ア
ク
ア
ス
の
中
へ
。
ゆ
っ

た
り
と
湯
船
に
つ
か
り
「
初
湯
」

を
楽
し
ん
だ
皆
さ
ん
は
、一年
分
の

英
気
を
養
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。　

　
ア
ク
ア
ス
は
オ
ー
プ
ン
以
来
26

年
。
こ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
続
け
る

ア
ク
ア
ス
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

(

益
田　
富
啓)

日㈬日㈪～

山山
やまだや ま だ
田田　　貴貴

たかひろたかひろ
大大

議会報発行特別委員長議会報発行特別委員長
モニター4台設置 カメラ3台設置
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